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・令和7年度時点で県内の⾃転⾞通⾏空間の整備に関する仕様として『静岡県⾃転⾞道等設計仕様書』と『安全で快適な⾃転⾞利⽤環境創出ガイドライン』の２
種類が存在していた。
・令和7年度の安推連会議にて今後の⾃転⾞通⾏空間の整備は「安全で快適な⾃転⾞利⽤環境創出ガイドライン」に基づくことを確認し、残された「静岡県⾃転⾞
仕様書」の取り扱い(廃⽌または参考資料化 等)については、令和8年度に確認・検討を⾏うこととした。
・令和8年度は“実際に⾃転⾞通⾏空間の整備を⾏っている⽅”からの意⾒をアンケートにより収集、その結果を踏まえて今後の取扱いについて結論を出す⽅針としたい。
■ 令和7年度 安推連資料 ■ 令和8年度の進め方（案）

これまでに“静岡県自転車仕様書”を用いて、自転
車道の設計に関わっていた方への意見収集

・現在“自転車通行区間の整備”を行っているか。
・行っている場合に採用している設計基準は県と国のどちらか。
・これまでの設計基準で分からなかったは箇所はあるか。
等「実態を把握するためのアンケート」による意見収集を実施
※アンケート資料案は次ページに整理

実態を踏まえ県仕様書で残すべき箇所の抽出整理

冬の作業部会 2027/2月頃

今後の「静岡県自転車仕様書」の取り扱いについて報告・承認

①アンケートによる意見収集

②意見集約・整理

③整理結果の報告
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■ 自転車通行区間の整備の実態把握アンケート（案）

備考回答設問

①実施したことがある（または実施している）
②実施したことがない

問１：自転車通行区間の整備検討を実施したことがあるか？

複数回答可①静岡県自転車道等設計仕様書
（略称：県仕様書）

②安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン
（略称：国ガイドライン）

③上記以外の設計基準
（具体な名称の回答をお願いします）

問２：自転車通行区間の整備検討の際に採用している設計基準はなにか？
（問１で①と答えた方）

①不明瞭な箇所が多くあった
②不明瞭な箇所が少しあった
③不明瞭な箇所は無かった

問３：採用した設計基準に基づき検討を行った際に不明瞭な箇所があったか？

より具体な内容を
頂きたい

○自由回答
例）他の設計基準を参照した
例）関係者と協議の上決定した 等

問４：不明瞭な箇所に対してどのように対応を行ったか？
（問３で①と答えた方）

○自由回答問５：静岡県において今後の自転車通行空間の整備は「安全で快適な自転車利用
環境創出ガイドライン」（国ガイドライン）に基づき進めるうえで、ご意見があれ
ば頂きたい。

※アンケートについては関係機関と協議の上、内容を調整し配布いたします。

回答者属性：所属・役職・氏名・連絡先


